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1. バッハの目線に立って⇒ 
　  Ⅰ：プラトンのイデア論（インヴェンションを通じて） 
　  Ⅱ：ピタゴラスの弦の分割論（平均律を通じて） 
　  Ⅲ：楽譜に隠された秘儀と象徴（マタイ受難曲を通じて） 

2. 汚い音楽を書いたモーツァルト⇒モーツァルトに起きた作曲の危機（バッハとの比較） 

3. ベートーヴェンが求めたもの⇒ 
　  Ⅰ：ベートーヴェンの勉強部屋　～師ネーフェからの教え～ 
　  Ⅱ：交響曲第五番vs交響曲第六番 
　  Ⅲ：ベートーヴェンからの問いかけ 
　　　　～シラー、カント、ヘルダーリン、ハイデガー、アドルノと交響曲第九番～ 

4. ミサについて⇒西洋音楽の本質中の本質であるミサについて（バッハ、モーツァルト、 
　  ベートーヴェン、シューベルト、ブラームス、フォーレの宗教曲）そして聖書 

5. 芸術の変遷と時代背景⇒何故ハーモニーは崩壊したのか（絵画、文学に触れながら） 

6. 文学と美術における象徴⇒シェイクスピアと絵画、ゴッホと文学（おいおい、逆やろ） 

7. 実際の演奏とレッスンへの考察⇒世阿弥の無心への挑戦に学ぶ 

8. 理想的な音楽教育を目指して～ネイガウスに倣って～⇒皆様と意見交換をしながら


